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『新緑のつどいinつしま』�
　約300名の市民が森に親しむ

竹を使ったバームクーヘン作り�

　
６
月
３
日
、
豊
玉
町
の
神
話
の
里
自
然
公
園
で
、

第
２
回
『
新
緑
の
つ
ど
い
in
つ
し
ま
』
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
約
３
０
０
名
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
上
対
馬
町
鰐
浦
の
御
手
洗
希
氏
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
記
念
植
樹
、
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
、
対
州
馬
の
乗
馬
体
験
、
木
工
教
室
、

紙
芝
居
、
宝
探
し
、
竹
を
使
っ
た
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

づ
く
り
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
所
狭
し
と
走
り
ま

わ
り
、
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

※
会
場
内
で
子
供
服
の
忘
れ
物

が
あ
り
ま
し
た
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は

市
農
林
課

☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1
ま
で

５月に入り、市内各地の小学校で春の運動会が開催され、校庭には児童たちの明るい笑顔が溢れました。�

　今年度末の閉校が決まっている豆酘小学校瀬分校では、

６月３日、最後の運動会が開催されました。

　在校生は９名という少人数でしたが、地元の青年団や

婦人会、保護者など地域の人々も加わり、趣向を凝らし

た出しものが披露され、会場には笑い声が溢れていました。青年団による楽しいパフォーマンス�

全校児童で紅白応援�
�

豆酘小瀬分校　最後の運動会�
�

比
田
勝
小
学
校
運
動
会�

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
27
日
に
開

催
。
初
め
て
の
運
動
会
と
な
っ
た
１

年
生
も
、
高
学
年
に
負
け
な
い
ぐ
ら

い
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
っ
て
い
ま
し

た
。

地域の人も参加した「対馬音頭」�



　６月３日、梅雨入りを前に市内各地で田植えを行う風景が
見られるようになってきた中、厳原町豆酘の赤米神田では、
伝統にのっとり古代米である赤米の田植えが行われました。
　同地区では稲の原生種である赤米を作り、その穀霊を神格
としてまつる赤米神事が、頭仲間と呼ばれる集団によって今
も伝えられています。
　当日は、現在唯一の頭仲間となった主藤公敏さんが親戚の
手をかり、約２畝（200㎡）の神田で田植えを行いました。
10月中旬には３俵半から４俵の赤米が収穫できるそうです。

　６月11日に「時の記念日」を記念して、対馬時計商組合（鍵本
俊雄組合長）から、対馬市の２つの特別養護老人ホームに時計が
贈られ、特別養護老人ホーム「浅茅の丘」で贈呈式がありました。
　同組合は、毎年、時の記念日に市内の福祉施設などに時計を贈
っています。利用者を代表して時計を受け取った倉田寧子さん
（90歳）は、「大事に使わせてもらいます」とお礼のあいさつを
しました。
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５
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

の
２
日
間
、
韓
国
の
釜
山
外
国
語

大
学
校
の
生
徒
１
０
０
名
が
来
島

し
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に

海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
同
大

学
と
の
合
同
清
掃
は
、
今
年
で
５

回
目
に
な
り
ま
す
。

　
作
業
は
２
日
間
と
も
午
前
、
午

後
の
２
時
間
ず
つ
行
わ
れ
、
現
場

の
上
県
町
西
海
岸
か
ら
は
多
く
の

漂
着
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
の
中
で
特
に
多
か
っ
た
の

は
、
漁
具
と
思
わ
れ
る
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
に
ロ
ー
プ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
浮
き
に
漁
網
と
い
っ
た
産

業
廃
棄
物
。
そ
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
カ
ッ
プ
麺
の
容
器
と
い
っ

た
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
で
し
た
。
漁

網
や
ロ
ー
プ
は
巨
大
で
重
い
う
え

に
、
石
と
石
と
の
間
に
固
く
挟
ま

っ
て
お
り
、
一
方
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
は
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
影
響
で

細
か
く
粒
状
に
砕
け
た
も
の
が
散

乱
し
、
集
め
る
の
に
も
ひ
と
苦
労

す
る
な
ど
回
収
に
は
手
を
焼
い
て

い
ま
し
た
。

　
真
夏
の
よ
う
な
強
い
日
差
し
に

加
え
、
足
場
の
悪
い
磯
場
で
の
作

業
と
い
う
過
酷
な
状
況
の
中
で
し

た
が
、
参
加
者
た
ち
は
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
ゴ
ミ
を
集
め
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
学
生
の
多
く
は
日

本
語
学
科
の
学
生
の
た
め
簡
単
な

日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
、
作

業
の
合
間
に
は
市
民
と
の
会
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
こ
の
活
動
を
知
り
、
初
め
て
参

加
し
た
と
い
う
ゼ
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ン

さ
ん
（
日
本
語
学
科
１
年
、20
歳
）

は
、
「
韓
国
の
牛
乳
の
箱
、
ラ
ー

メ
ン
の
カ
ッ
プ
、
ノ
リ
の
包
装
な

ど
の
ゴ
ミ
が
多
か
っ
た
。
漂
着
ゴ

ミ
の
問
題
は
国
際
間
が
連
携
し
て

取
り
組
ま
な
い
と
解
決
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
う
い
う
地
道

な
活
動
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
作
業
に
は
２
日
間
で
延

べ
４
５
２
人
が
参
加
し
、
５
２
０

立
法
メ
ー

ト
ル（
４
ト
　

　
ン

ト
ラ
ッ
ク
32
台
分
）

の
漂
着
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

作
業
を
行
う
学
生
た
ち
（
上
）�

集
め
た
ゴ
ミ
は
、
１
立
法
メ
ー

ト
ル

の
ゴ
ミ

が
入
る
袋
に
入
れ
ら
れ
、
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ば
れ
ま
す
。（
下
）�

か
さ
ば
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
袋
を
一
杯
に
し
ま
し
た
。�

 
国
境
を
越
え
て
の
環
境
美
化
活
動�

　
釜
山
外
国
語
大
学
校
・
対
馬
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃�

　
　
　
　
　   
延
べ
４
５
２
人
で
　
４
ト
　

　
ン

ト
ラ
ッ
ク
32
台
分
の
ゴ
ミ
を
回
収�

豆酘の赤米神田で田植え�

特別養護老人ホームに時計のプレゼント�

やす こ

あかごめしんでん

あ か ご め し ん で ん

あかごめ

とうなか ま

とうなか ま

せ
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６
月
10
、
11
日
の
２
日
間
、
峰
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
対
馬
市

中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
に
は
市
内
の
中
学
校
19
校
か
ら
６
８
７
名
（
男
子
３
６
２
名
、

女
子
３
２
５
名
）
が
出
場
し
て
、
男
子
21
種
目
、
女
子
17
種
目
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
学
校
対
抗
で
は

知
中
学
校
が
２
年
連
続
の

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
、
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。�

第
32
回
美
津
島
町�

　
小
学
校
体
育
大
会�

学
校
対
抗
で

知
中
が
連
覇�

第
48
回
対
馬
市
中
学
校
体
育
大
会  

陸
上
競
技
大
会�

�

【
大
会
結
果
】

　
（
１
位
の
み
掲
載
　
敬
称
略
）

【
男
子
】�

《
１
年
生
》
▼
１
０
０
ｍ
＝
阿

比
留
龍
希
（

知
）
12
秒
７
▼

１
５
０
０
ｍ
＝
早
田
太
一
（
久
田
）

４
分
47
秒
９
▼
４
０
０
ｍ
リ
レ

ー
＝

知
（
阿
比
留
龍
希
、
斎

藤
峻
、
牧
山
拓
矢
、
黒
岩
涼
）

52
秒
９
《
２
年
生
》
▼
１
０
０

ｍ
＝
濱
崎
航
大
（
豊
玉
）
12
秒

１
▼
１
５
０
０
ｍ
＝
松
井
佳
太
（

知
）
４
分
32
秒
７
▼
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
＝

知
（
中
村
智
晴
、

沖
本
敦
人
、
黒
岩
酉
輔
、
松
村

承
太
郎
）
49
秒
９
《
３
年
生
》

▼
１
０
０
ｍ
＝
姉
川
和
也
（
南
陽
）

12
秒
１
▼
１
５
０
０
ｍ
＝
原
野

真
維
（
加
志
々
）
４
分
31
秒
７
《
共

通
》
▼
２
０
０
ｍ
＝
藤
川
周
平
（
加

志
々
）
25
秒
０
▼
４
０
０
ｍ
＝

惣
島
祥
吾
（
豊
玉
）
56
秒
２
▼

８
０
０
ｍ
＝
小
宮
慶
祐
（

知
）

２
分
８
秒
５
▼
３
０
０
０
ｍ
＝

松
井
佳
太
（

知
）
９
分
44
秒

０
▼
１
１
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル

＝
栗
屋
佳
弘
（

知
）
17
秒
３
▼
４
０
０
ｍ
リ
レ

ー
＝

知
（
平
山
友
樹
、
神
宮

健
志
、
小
宮
慶
祐
、
栗
屋
佳
弘
）

49
秒
１
▼
走
高
跳
＝
宮
崎
泰
陽
（
大

船
越
）
１
ｍ
60
▼
棒
高
跳
＝
國

分
博
文
（
東
部
）
３
ｍ
10
▼
走

幅
跳
＝
栗
屋
佳
弘
（

知
）
５

ｍ
43
▼
三
段
跳
＝
小
宮
慶
祐
（

知
）
11
ｍ
63
▼
砲
丸
投
＝
小
島

雄
輝
（
東
部
）
10
ｍ
77
（
新
記
録
）

《
低
学
年
》
▼
１
０
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル

＝

山
川
竜
成
（
東
部
）
15
秒
８
▼

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝

知
（
中

村
智
晴
、
黒
岩
涼
、
阿
比
留
龍
希
、

松
村
承
太
郎
）
50
秒
２

【
女
子
】�

《
１
年
生
》
▼
１
０
０
ｍ
＝
阿

比
留
瞳
（
久
田
）
14
秒
２
▼
８

０
０
ｍ
＝
沖
中
遥
（
豊
玉
）
２

分
34
秒
５
▼
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

＝
豊
玉
（
沖
中
遥
、
山
本
彩
乃
、

中
嶋
里
穂
、
國
分
ひ
か
り
）
58

秒
４
《
２
年
生
》
▼
１
０
０
ｍ

＝
財
部
愛
里
（
比
田
勝
）
13
秒

７
▼
８
０
０
ｍ
＝
八
坂
瑞
翔
（

知
）
２
分
28
秒
０
▼
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
＝
比
田
勝
（
武
田
眞
子
、

築
城
史
乃
、
辻
香
穂
、
財
部
愛
里
）

57
秒
１
《
３
年
生
》
▼
１
０
０

ｍ
＝
木
村
千
紘
（
南
陽
）
13
秒

３
▼
８
０
０
ｍ
＝
木
村
眞
子
（
比

田
勝
）
２
分
27
秒
２
《
共
通
》

▼
２
０
０
ｍ
＝
木
村
千
紘
（
南
陽
）

27
秒
８
▼
１
５
０
０
ｍ
＝
八
坂

瑞
翔
（

知
）
５
分
４
秒
１
▼

１
０
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル

＝
下
川
真
歩
（
豊
玉
）

17
秒
２
▼
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝

南
陽
（
石
橋
知
佳
、
太
田
愛
海
、

角
井
愛
理
、
木
村
千
紘
）
54
秒

６
▼
走
高
跳
＝
橘
彩
加
（
厳
原
）

１
ｍ
25
▼
走
幅
跳
＝
神
宮
葵
（
今

里
）
４
ｍ
44
▼
砲
丸
投
＝
中
村

万
利
香
（
仁
田
）
10
ｍ
77
《
低

学
年
》
▼
80
ｍ
ハ
ー

ド
ル

＝
部
原
美
菜

子
（
久
原
）
13
秒
４
▼
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
＝
厳
原
（
阿
比
留
奈
穂
、

原
田
貴
菜
、
井
川
祐
香
、
天
野

真
歩
）
56
秒
８

　
５
月
31
日
、
鶏
鳴
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
、
美
津
島
町
小
学
校

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
２

種
目
で
大
会
新
記
録
が
誕
生
す

る
な
ど
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
（
１
位
の
み
掲
載
　
敬
称
略
）

《
１
０
０
ｍ
》
▼
４
年
男
子
＝

岩
見
優
衡(

鶏
鳴
Ａ)

15
秒
７
▼
４

年
女
子
＝
瀬
川
菜
月
（
大
船
越
）

16
秒
９
▼
５
年
男
子
＝
竹
藤
一

哉
（
鶏
鳴
Ｂ
）
15
秒
７
▼
５
年

女
子
＝
中
野
祐
里
（
鶏
鳴
Ｂ
）

15
秒
９
▼
６
年
男
子
＝
松
村
冬

威
（
大
船
越
）
14
秒
４
▼
６
年

女
子
＝
犬
束
優
（
大
船
越
）
15

秒
３
《
50
ｍ
ハ
ー

ド
ル

》
▼
５
年
男
子

＝
阿
比
留
巧
巳
（
鶏
鳴
Ａ
）
９

秒
３
▼
５
年
女
子
＝
外
林
葉
留

奈
（
鶏
鳴
Ｂ
）
10
秒
３
▼
６
年

男
子
＝
黒
岩
誠
亥
（
鶏
鳴
Ａ
）

８
秒
６
▼
６
年
女
子
＝
犬
束
優
（
大

船
越
）・
関
楓
（
大
船
越
）
10
秒

２
《
１
０
０
０
ｍ
》
▼
４
年
男

子
＝
松
村
慶
太
（
大
船
越
）
３

分
38
秒
２
（
新
）
▼
５
年
男
子

＝
井
上
雄
太
（
大
船
越
）
３
分

39
秒
４
▼
６
年
男
子
＝
松
村
冬

威
（
大
船
越
）
３
分
18
秒
８
《
８

０
０
ｍ
》
▼
４
年
女
子
＝
田
口

沙
羅
（
鶏
鳴
Ａ
）
３
分
４
秒
８

▼
５
年
女
子
＝
中
野
祐
里
（
鶏

鳴
Ｂ
）
２
分
57
秒
２
▼
６
年
女

子
＝
松
島
奈
央
（
大
船
越
）
２

分
45
秒
２
《
リ
レ
ー
》
▼
４
年

生
＝
鶏
鳴
Ｂ
１
分
34
秒
３
▼
５

年
生
＝
鶏
鳴
Ｂ
１
分
28
秒
１
▼
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６
年
生
＝
大
船
越
１
分
22
秒
９
（
新
）

《
走
り
高
跳
び
》
▼
男
子
＝
松

村
冬
威
（
大
船
越
）
１
ｍ
29
▼

女
子
＝
森
山
梨
央
（
今
里
）
１

ｍ
12
《
走
り
幅
跳
び
》
▼
５
年

男
子
＝
古
藤
孔
明
（
鶏
鳴
Ａ
）

３
ｍ
50
▼
５
年
女
子
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　子どもたちを犯罪被害から未然に防ごうと、長崎
県主催による「地域安全マップづくり」公開授業が、
６月６日、厳原北小学校で開かれ、同校の５年生児
童23人も参加して、学校周辺の「地域安全マップ」
を作成しました。
　「地域安全マップ」は、犯罪の発生しそうな場所や
安全な場所をあらかじめ調査し、地図に書き記すな
どして情報を共有し、犯罪の発生を未然に防ごうと
するものです。
　公開授業では、同マップの考案者である小宮信夫
立正大学教授による指導のもと、参加した子ども達
や保護者らが実際に学校周辺を歩いて、犯罪が起こ
りやすいとされる「見えにくい」「入りやすい」の
２つの条件がそろっている場所等の確認や近所の人
にインタビューを行うなどして調査した後、危険な
場所等を書き込んだり、写真を貼り付けたりして安
全マップを完成させました。

厳原北小学校で�
　　「地域安全マップづくり」公開授業�

教授の指導で危険な場所を確認する児童たち�

人権一人芝居「もも子」�

ＣＡＰ講演会�

　平成16年３月、対馬市は市の発足にあたり「一人一人の心と命を思いやる人権教
育の推進」を努力目標の一つに掲げ、対馬市が「豊かな人権文化に満ちた市」とな
るよう、その達成に努めています。
　その一環として対馬市教育委員会は平成18年度から20年度までの３年間、文部
科学省の「人権教育総合推進地域事業」の指定を受けて人権教育の推進に取り組ん
でいます。
　「いつでも・だれでも・どこでもできる人権教育」をテーマに、行政と学校・地
域が一緒に人権の大切さを考えていこうというこの事業も２年目を迎え、去る６月
８日（金）に今年度第１回の総合推進会議が開かれました。会
場の佐護小中学校には、人権教育に携わる関係者が30名近く集
まり、それぞれが今年度の活動計画を出し合いました。
　昨年は比田勝での映画上映会（「ヘレンケラーを知っていま
すか」）や厳原での講演会（一人芝居「もも子」）が開催され
ました。また、推進協力校の佐護小中学校でも、CAP(子どもへ
の暴力防止)講演会や体験学習が行われました。今年度も各地で
講演会などが実施されます。これから毎月、この紙面で研究の
取り組みや今後の予定を紹介していきます。
　【問い合わせ先】　対馬市教育委員会　学校教育課　　　　
　　　　　☎ 0920（86）3212　FAX 0920（86）4433　

『いつでも・だれでも・どこでもできる　人権教育をめざして』�
対馬市教育委員会は人権教育の推進に取り組んでいます�

犯罪の起こりそうな場所を事前にチェック�

�
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　６月２日、韓国出身の歌手桂 銀淑さんによる歌謡ショーが

対馬市交流センターで開かれました。

　コンサートは午後２時からと午後６時からの２回公演で行

われました。

　きらびやかな衣装に身を包んだ桂 銀淑さんは、独特のハス

キーボイスで「すずめの涙」や「ベサメ・ムーチョ」などの

ヒット曲を熱唱し観客を魅了しました。また、歌以外でも楽

しいトークでステージを盛り上げ、気さくに舞台から話しか

けるなどして、観客を楽しませていました。

　また会場では歌謡ショーを前に、市民コーラスの４グルー

プ（コーラスＤ、対馬高校コーラス部、ありあけエコー、コ

ールみつしま）がステージに立ち、息のあった合唱を披露し

て客席から盛大な拍手が送られていました。

　５月20日に開催された第31回全国高校囲碁選手権大会の

長崎県大会男子個人戦で美津島町碁友会（吉野満夫会長）

の俵友祐希くん（美津島町 知）が見事3連覇を達成。７月

に東京で開かれる全国高等学校選手権と８月に島根で開催

される全国高等学校総合文化祭に県代表として出場します。

　昨年の全国大会では、予選落ちと７位という成績だった

そうで「今年こそ優勝できるよう頑張ります」と力強く話

していました。高校生として最後の大会となる今年、ぜひ

目標を達成してください。

　また、同碁友会最年少の武末剛慶くん（厳原小４年）は、

筋がよく吉野会長に「俵くんに続く逸材」と期待されてま

す。「将来は囲碁の先生になりたい」というほど囲碁好き

だそうで、今後の活躍が期待されます。

　３世紀、日本の招きにより千字文１巻と論語10巻

を携えて来日し、漢文と学術を伝えたとされる百済

国の王仁博士の功績をたたえる顕彰碑が上対馬町鰐

浦に建立され、５月27日、除幕式が行われました。

　同地は、王仁博士が最初に到着した日本と考えら

れ、博士をこの歴史的な地点で顕彰しようと、日韓

両国の有識者らでつくる対馬韓国先賢顕彰会が建立

したものです。

　顕彰碑は高さ約3.8ｍ（台座含む）で、厳原町内山

で採取された石が使用されています。

　除幕式には、日韓両国の関係者約60名が参加し完

成を祝いました。

市長から祝福をうける俵友祐希くんと�
　　　美津島町碁友会最年少の武末剛慶くん�

顕
彰
碑
の
除
幕
を
行
う
日
韓
の
関
係
者�

桂 

銀
淑
さ
ん�

囲碁の高校生長崎県大会で３連覇達成　俵　友祐希くん（対馬高校３年生）�

日本に漢文を伝えた　百済国王仁博士の顕彰碑建立�

ハスキーボイスで観客を魅了�
　　　　　　　　　　　桂 銀淑 歌謡ショー�

千字文＝中国の習字手本及び初学教科書
論　語＝孔子の書とされる儒教の経典

ケイ　ウン スク�

ケイ　ウンスク

ケイ　ウンスク
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対馬高校コーラス部�


